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発行社会福祉法人
倶知安町社会福祉協議会

事務局 ③ (044-0003) 

倶知安町北3条東4丁目

保健福祉会館内 君22-4150

印刷 附 j也太陽堂印刷

平成27年度倶知安町社会福祉協議会の事業と決算をお知らせします

ふれあい広場「くっちゃん福祉まつりj抽選券が最終ページにあります

「この広報は、赤い羽根共同募金の支援をうけていますj
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| 平成 grj年度倶知安町社会福祉協議会事業報告 I 

《福祉推進振興事業》

・福祉パス助成事業

福祉団体、福祉ボランティア団体等の事業活動や各種研修会等の参加を支援するため、貸切パ

ス代金のJI2を上限に助成しました。

・擢災見舞金の支給

火災及び、風水害等の自然災害で被災された方へ見舞金をお渡ししました。

・地域福祉活動車の運行及び維持管理

昨年9月に倶知安ライオンズクラブの認証55周年を記念して日産マーチを寄贈いただきました。

この他、車いすや寝台のまま乗降できるリフト付き福祉車両「やすらぎ号j と街宣設備を備えた

軽自動車(国際ソロプチミスト倶知安寄贈)の 3台を各種事業に活用しました。

・対象を限定しないあらゆる相談への対応(総合相談)

日常生活で生じる様々な不安、心配、悩みごとを職員が随時受け付け、対応をさせていただき

ました。

・歳末物資配分

低所得者世帯を対象に昨年12月24日に善意の預託物品を配分しました。

・手話奉仕員養成講座(基礎課程)

昨年5月21日から11月12日の期間中毎週火曜日に全25課程を行いました。 15名が受講され、手

話表現技術を学んでいただきました。

・日常生活自立支援事業

高齢や障がいにより判断能力に不安を感じている方へ、各種サービスの利用手続きや日常的金

額 銭管理大切な書類の預かり等の支援を行いました。

極

部

間

《住民組織活動事業 》

・福祉のまちづくりの推進

-地域福祉活動推進地区指定(地域福祉モデル事業)10地区

-地域福祉活動推進普及事業(地域福祉活動推進普及事業助成金)63町内会 ・自治会 ・連合会

・第 27回倶知安町福祉フォーラム

地域住民が主体的に活動する「新たな支え合いJの仕組みづくりを課題として、 3月10日、 200

名余りの参加により開催しました。小樽商科大学商学部の片桐由喜教授による講演と町内の実践

者2名から実践発表をいただきました。

・第33回ふれあい広場「くっちゃん福祉まつりJ

誰もが分け隔でなく楽しみながらボランティア活動へ参加する機会として昨年8月23日に開催し、

38団体約700人の参加と2.000人以上にご来場いただきました。

・ボランティアセンタ一事業

・ボランティア団体の活動活性化の推進 03団体登録)

-ボランティア協力校として町内全ての小、中、高等学校を指定

.善意の寄附金品の受付と指定寄附の取次

-リングプル収集の受入

-ボランティア活動各種保険の事務取扱

-ボランティア関係の研修会等各種行事への参加

・ふれあいサロン事業

地域に住む人々が気軽に集まり交流の輪を広げられる場づくりとしてサロン活動を提唱し、開

設や運営の支援に取り組み、町内で7団体により開設されています。

・町内会などの暮らしに身近な地域福祉を推進する団体や心身障がい児、者などの当事者組織が

それぞれ主体的に活動できる環境づくりに努めました

・社協で保有している行事用テント等の物品を地域のお祭りや各種研修会などに貸し出して地域

組織活動を支援しました。
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《在宅福祉事業》
園給食サービス事業

定期的な安否確認を必要とされている障がいのある方や高齢者を対象に、給食サービスボラン

ティア26名の協力により週2回、火・金曜日にお弁当を配食しました。

・福祉有償運送事業 (移送サービス事業)

公共交通機関を利用することが困難な障がい者や要介護高齢者の通院等の外出の利便を図るた

め、寝台や車いすで乗降できる特殊車両等で移送支援を行いました。

・福祉機器の貸与事業

介護用ベットや車いす等の介護機器を、介護を必要とされている方とその家族の在宅生活を支

えるため無料にて貸し出しを行いました。

《心配ごと相談事業》
毎週木曜日の午後に保健福祉会館にて民生委員児童

委員協議会より選任された常任相談員8名により『心

配ごと相談所』を開設したほか、 日常的な相談先とし

て各地区の民生委員児童委員には『地区相談員』とし

て、延930件の様々な相談に応じました。

また、それら多様な相談への的確な対応ができるよ

う研修を行っております。

《生活福祉資金貸付事業》
他の貸付制度が利用できない低所得者世帯や障がい者 ・高齢者世帯、離職者の経済的自立と生

活の安定のための貸付、 {員'還の窓口として対応しました。

また、北海道の要綱に基づく「特別生活資金(冬期生活資金)Jの事務取扱をしました。

・生活福祉資金貸付制度 (他の貸付が利用できない低所得者等)

-臨時特例つなぎ資金貸付制度(住居の無い離職者等)

-特別生活資金 (冬期生活資金)貸付制度

(冬期の生活維持が困難な低所得者)

《愛情金庫貸付事業業》
不時の出費により生計の維持が困難な状況になった

低所得者世帯等へ必要な応急資金の貸付と生活の安定

と経済的自立のための相談助言、償還指導を民生委員

児童委員と協働で行いました。

《慶弔事業》
・出生祝の贈呈 出生の届出の際に町内商庖からの預託商品券を贈呈しました。

・弔 慰 町内葬儀社を通じて、灯篭と蝋燭、並びに弔電を供えま した。

《交通 ・災害遺児奨学金事業》
交通事故並びに各種災害により保護者を奪われた義

務教育在学中の遺児に対し、生活支援と健全育成の一

助として交付。(平成27年度該当なし)

《共同募金運動 》
倶知安町共同募金委員会とともに、10月 1日から12

月末までの「赤い羽根共同募金運動Jと12月 1日から

12月末までの「歳末助け合い募金運動j を行い、民間

の社会福祉活動の支援に取り組みました。
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《倶知安町老人デイサービスセンター事業》

倶知安町老人デイサービスセンターの指定管理者として、社会福祉協議会のもつ機能を活かし、

介護及び介護予防サービスを提供レ心身の機能の維持増進及び社会的孤立感の解消を図るととも

に地域福祉の増進に努めました。

・通所型介護予防事業

要介護認定で自立と判定されたが要介護状態となる可能性の高い高齢者がそうならないよう介

護予防サービスを提供しました。

・指定通所介護及び指定介護予防通所介護事業

介護保険制度による通所介護サービス等を提供し、心身の機能

の維持増進を図り介護予防と自立した生活の継続に努めました。

・日常生活に必要な体力の維持向上を目指し転倒予防教室の実施

・職員の資質向上を図るため各種研修会への出席。

2016 り州|川IIII~ 4州l蜘 1酬1蜘棚1馴 蜘帥1I11

《訪問介護事業》

-軽度生活支援事業(町委託)

要介護認定で自立と判定されたが、支援が必要な方に健康状態の把握や日常生活を手助けする

サービスを提供し、利用者の介護予防と自立した生活の継続に努めました。

・高齢者等訪問サービス事業(町委託)

介護保険サービスを利用していない高齢者や障がい者世帯を定期的に訪問し健康や生活におけ

る相談助言等を行い、安否確認や孤立感防止に努めました。

・指定訪問介護及び指定介護予防訪問介護事業

介護保険制度による家事援助や身体介護サービスと介護予防サービスにより自立した生活を維

持するために適切なサービス提供に努めました。

・指定障がい福祉サービス事業

障がい者総合支援法による居宅介護サービスを提供し、自立した生活の安定と援護に努めました。

・職員の資質向上を図るため各種研修会への出席。
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資産の部 負債の部

勘定科目 金額 勘定科目 金額
流動資産 20，471，130 流動負債 8，536，709 
現金預金 12，442，854 事業未払金 8，536，709 
事業未収金 8，028，276 固定負債 18，847，790 

固定資産 98，259，419 退職給与引当金 18，847，790 
基本財産 1，000，000 負債の部合計 27，384，499 
その他固定資産 97，259，419 基本金 1，000，000 
建物 959，522 国庫補助金等特別積立金 676，780 
車輔運搬具 5，244，975 その他の積立金 74，108，267 
器具及び備品 894，557 福祉基金積立金 63，729，807 
ソフトウェア 190，800 退職共済積立金 7，342，068 
貸付事業等貸付金 49，900 愛情金庫積立金 3，036，392 
退職手当積立基金預け金 17，214，890 次期繰越活動収支差額 15，561，003 
退職給付引当資産 8，974，968 (うち当期活動増減差額) 3，762，916 
福祉基金積立資産 63，729，807 

純資産の部合計 91，346，050 
資産の部合計 118，730，549 負債及び純資産の部合計 118，730，549 

決算報告<貸借対照表>

脚注:減価償却累計額 17，054，794円

資金収支計算書や事業活動計算書等、現況報告書は倶知安町社会福祉協議会のホームページにて公表し

ております。 http://WWw.pfotech-web.co.jp/homepage/kutchan-syakyo/lJol i cy. I1tml 



ゆ

一

、

数

一1
2
2
1
1
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
m
m

氾

ぬ

2

m

は

ぬ

叩

立

川

氾

ゆ

め

ぬ

ω

ω

6

ぬ

ゆ

ゆ

一

刊

円

一

2

6

8

2

6

2

3

4

1

0

3

3

0

6

4

4

6

3

2

幅
一

p
の

ル

民

江

ぃ

同
「
l

i

l
-
-

l
i
l
i
-
-
11

1
1

-

-

いい
い
い
ーーい
いい

い[
い
い
ド
い
川l
ぃーいいトーー
ド
ドハ

一宮
中
デ
住
だ
扱
川
司
割
引
伽

Z
お
引
割
引
自
コ
コ
引
引
引
引
引
判
創
出
コ
「
到
到
劃
判
引
「
利
剣
刈
円
以引到

骨
一
針
虻

配

切

乱

駒

名一

円

久

時
わ
引
ト〓
十
[
十
U

時

目

白

帆

問

問

中

，

m同
即

時

一

時

ム

と

よ

除

恥

恥

剛

一

gご
縫

べ

り

こ

一員一
栄

義

喜

裕

賦
八
昭
市
和
義
一
孝
恒
男
技
征

明

知

和

附

加

駅

下

通

川

相

町

鰍

町

和

鰍

晴

配

駒

市

和

和

剛

一

川

ナ

闘
は
惨

劃

刊

一員一
谷
島
口
畑
田
井

市
目
芹
本
山
芹
谷
野
部
橋
谷
橋
谷
谷

劃

引

料

馴

酎

叫

ん

話

料

例

制

時

削

手

鞠

別

引

規

川

日

制

棚

一

mw山
「

「

怠

め

恥

慎

;

一

量

一
イ
』
I
t
f
jノ

昨
f

t
-J
F
4
2
2
4
4
4
4
4

削

岩

望

制

札

北

i
u

大

時

一

白

号

昨

恥

平

日

尽

北

白

畠

町

駅

t

i

附

一

ptq
日
以
北
摂
謎

称

ワ

明

一
会

一間
三
水
名
山
筒

伽
梅
山
坂
山
古
小
渡
石
綿
高
綿
古

川
則
的
問
儲
倒
的
W

創

邸

め

飢

邸

向

山

側

m
w
m町

制

例

制

儲

例

制

創

伽

一

行

翫

年

配

敬

肋

年
正
オ
汁
汁

1
J汁
汁
汁
汁

1
J汁
汁
川
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁

1
J汁
汁
汁
汁
リ
リ
リ
リ
リ
リ
汁
リ
リ
リ
パ
パ
パ
パ

1
Jリ
J
リ

リ

リ

1
1
1
!・

蜘
一ク
のるい舌

(切

8

一瑚
一2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
日
2
2
2
1
1
1
2

一

刷
一
札
」
体

図

z
i適

即

百
「
|

|
|

l

i

l
i
-

-

I

l

-

-
I
l

l

i

-

-
ー

I

l

l

i

-

-

-

-
I

l

l
i

-

-

1
1
1

1

l

i
l
i

-

-

-

ぃl
l

i

-

-

一

酬

一

回

固

を

障

福

覧

に

平
一
5
一
雄
勝
剛

田
言
語
繁
子
行

会
エ
院
誠
い
美
翼
手
動
議
司
人
実
会
子

蹄

一
勝
也
男

一
義
治
幸
教
夫
美
見
忠
己

2
2会

雄
夫
美
加
男
河
市
夫
也
チ
進
夫
一

剛
こ

ι係
」

問

。

J
め

り

一
名
一
t
j
f{
、〓

f
M
K刊
!
i
n
u
--
FE
--Eノ
--j
-
E
i-tEノ

-J
f
i
-pi
-
-EP
4
4ラ
之

1
34
f
ri
t
-j
一

哩

鋭

湖

。

擁

誠

一

社

己
目
員
一
義
正
智
文
妙
直

明

貯
金
義
弘
和
曲
賞
尚
和
信

羊
竜
良
哲
英
啓
正
書
長
正
政
博
貴
輝
定
江
光
常
利
秀
一
向
日
田
和
辰
宣

春
一
れ

ー

で

民

同
混
雑
釧
は

簿

釘

ιゴ
斉

家

心
田
田
川
野
中

一
回
目
内
前
村
野
下
藤
村
内
田
中
藤
谷
親
藤

川
田

屋

内

成

賀

坂

田

金

田

田

野

議

回

目

黒
木
樫
井
口
口
島
下
谷
川
島
一抹

8

一昨公
認蹴噛
名推

お一会
一われ

れ
ド
笠
訟
を
西
ド

ι工
私
2
十江
F
Z
U中
須
一山
山

側
坂

十

伊

奈

三
島

2
1
7

13
ま

識

者
取
れ
霊
山
針
山
山
知
礼
ザ
配
引
山
知
山
知
引
山
引
引
引
山
知
山
釦
引
T
山
山
訪
比
比
佐
ム
川

旧
一
ク
¥
V
地
礼
「
齢
地
う

K
円

ま

(
ロ
ド
「
l
i
l
i
--

l
i

l

i

-

-

l
i
l
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
11

1

-

--

-

-

-

-

-

-
-
-
-
||
|
|
|
|
|
||
|
|

|

|
|
|

一
て

;一宇
都編弘
『ノ
を
す
有
引
配
剃
射
針
劃
劃
国
↓割
引
開
盟
副
澗
引
引
淵
帝
国
割引
相
判
到
刻
刻
樹一日

3
3内
厚
を
介
別
ま

加

7
上
一名
円
い
じ
ト
ハ
リ

汁

一一

一一
一一一
川
い

i
iト
リ
パ
ハ
一
一

=汁
ゆ
二
|
つ
い
一
一
刻
f

一川
小
川
一3
8

一一
リ

rFM
J-トリ
一、
し
リ
ハ

一一一
己
践

り

一
c
h、
町
リ
力
要
は

J
E
事
た

以

一

一剛
園
真
秀
春
嘉
帝
茂
忠
幸
正
芳
正
直
勝
信
県
勝
和
集
長
会
議
秀
芸
新
梓
正
幸
品
川
国
升
健
浩
寿
コ
繁
信
正
重
功
明
登
和
幸
李
藤
昭
広
千
英
一章

;
一
見
引
J

Q

合
賜
協
の
と
野

口国間

に

い

口

一
員
一p
f
j
i
l
i
t
i
--

;
J
i
l

-

-R

1

ji
l

--j
1
1
1
-J
f
l
i

t
---3
i
f
-J
a--1

F
-3

1
-E
d
-
-
A
B
I
d-
-
d一椙

よ

一
ぷ
也

、
を
ご
宅
躍
を

‘ぞい

び
て

2
一

一藤
原
川
口
村
蕗
藤
生
上
田
田
田
回
村
達
達
石
松
松
原
本
本
田
盛
田
日
目
目
部
島
部
藤
沢
沢
宅
宅
子
藤
原
木
田
木
田
木
田
間
村
野
村
吹
藤
門
竪
勝
田
藤
田
谷
一
に

笠
宮
町
立
諮
問盟側
一会
一u
i
z
i菅
原
原
矢
大
芸
大
川
下
弘
籍
阿
南
表
引
警
一一
一企星川仁
一-cui
木田大田

5
3阿古川
UU一川

詰
ご
m
u
z
て
巳
あ
の
媛

む

運
用
型
削
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
汁
リ
リ
斗
汁
江
川
・
引
け
汁
川
1
l
Jリ
リ
川
汁
川
川
川
川
川
リ
リ
リ
リ
川
川
川
川
汁
川
川
汁
け
川
川
川
斗

恒

三

句

集
い
大
巳
政
支

土

の
利
口
一
羽
一
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
一
号

盃
言
語
:
射
手
主
幹
自
制
到
割

E
引
割
引
引
割
引
割
副
司
副
記
劇
副
劃
劃
乱
乱
立

止
主
義
語
配
当ι
協
た
己
名
弓
一
J
J
，

J
iン
誠

一一
い
川
い
J

J

-a

一一
一一リ
-一

年
一
い
ぷ
一一
け
一
-U
川
い
一

円

J
川
枝
一
'
け
い
い

1

一一
リ

J

J

〓E

判
ノト八
十
一
て

馴

一
忘

ι
)の
員
予
整
を

年

祉

の

と

一
l
h

一良
大

光

光

ト

明

幸
美
香
隆
信
静

和

有

英
英
和
秀
美
勝

美
幸
義
古口
と
雅
和
幸

L
和

和

敏

監

査

浩
誠
絹
佐
美
茂

繁

正

範

明

直

秀

裕
靖

τ

酬

一

桜

銭

信

盟

批

議

橡
一
員
一
池
馬
藤
橋
田
中
浜
浜
村
浪
坂
川
谷
村
基

南
田
村
西
藤
本
辺
桐
川
浦
田
竹
田
橋
原
谷
田
叫

山
川
松
保
田
本
橋
沢
立
生
生
寺
井
川
越
国
立
立
多
川
井
崎
国
川
村
岸
一
抹

凹

託

会
願
白
う
福
の
た

社
員
計
一会
一引
い
け
い

け一一
一打

開
門

〓

一いわ

UU
バ
引
け
い
い
開

山
引
い
い
-
一
一
い
し
一一一一
f
u
u
u
H
U
一
LU
UU
リハ
一

岬

一
h
k
o
J
議
を
を
行
る
層

局

、

会

特

一
a

コ
一菊
相
違
向
森
畑
横
横
川
木
三
計
器
木
清
浜
川
底
中
大
春
野
渡
片
細
三
半
植
太
大
栗
室
松
苫

O
F
梅
久
重
東
柳
滝
足
王
王
上
回
回
玉
堀
山
足
足
喜
糸
楢
野
上
表
森
木
山
一
に

剛一節
向調整
平糊
欧
州
回
目
印
門
司
川
川
川
川
山
山
川
川
川
崎
直
日
一
儲

附

一

d
お

益

性

肱

川

悶
ト
一
名
一
会
会
郎
庖
制
庖

2院
士
山文

台
子
弘
保
仔
昭
汗
子
明
強
雄
己
満
二
勝
子
議

口

子
仁
剛
ミ
震
予
康
徳
子
広
男
勉
仔
英
語
義
援
仏
軍
人
秀
男
一
雄
チ
子
一前

型
説
書
記
蹴

ま

一日福
勢
雨
量

f

ヂ
T

J
u
p宏
一
道
七
一
春
蒜

sj
u
J
控
室
重
量
判
昭
妙
U
U
U
U雅和

Z昭i
l
一員

一
A

川
k
m
l
m
配

詰

員

員
般
色
一て目員員
一コ引街
Jz
伊胃瀬問円リゴ一叩叫冶巾田九刈

r田果木
削

F木木
口
荘
葬
牒
上
京
沢
橋
官
田
原
罰
川
藤
護
牒
田
藤
襲
賀
木
谷
室
本
中
露
藤
藤
禁
木
池
自
田
竹
答
谷
官
口
日
川
井

上
占口
葉
空ト上ム
而
川
似
田
田
原
原
村
等
寺
山
出
部
木

z杉
橋
緊
林
林
一広陰

閥堕
7n紛ω響刊語お誌尚蕗鴎乳従
飴会二ニ会
一z王狂王井
jif

月
月
大
山
九
リ
小

U

山門M
一
川
リ
ば
悶
げ
吋
日
げ
げ
口
一
刊
叫
川
叫
抑
い
川
は
リ

酬
哩
一

と
地
ガ
空Z4令フ

.竺一て
43j
コ1
一

g。g松高E一
栴
附
竹
森
原
ア
ム
藤
@
鈴
鈴
山
石
佐
中
脇
高
普
士
芽
生
室
長
山
問
委
佐
佐
谷
小
謀
議
谷
村
鏑
村
知
千
立
藤
響
大
小
柄
阿
三
小
高
小
一
。



伽1，6 (臨馴:T酬酬M剛腕1，刷剛祉協だより 2016. 8. 1 <It削除嘩:~""I酬It~開185制剛

ご寄付は、それぞれの意思により、恵まれない人や努力しながらも暮らしに困る人々

ごあ善a のため、また、福祉を明進させるため活用しています。

・社会福祉事業資金は
ざ、り芝 各種社会福祉事業の実施、運営のために活用させていただきます。

ー .ボランティアセンターへのご寄付は次のようになっています。
いJがの ・指定寄付 ・・ ・福祉施設や団体等への使用目的を指定するご寄付は本会でもお受

けしています。本会が責任をもって指定された施設 ・団体等へお

まとご 届けいたします。
品 ・・ ・まだ使える衣類や食器などの日用品は、努力しながらも恵まれな

すう寄 い方々に配分しています。年末に行っている歳末物資配分でも活

用しています0

1才 金銭のご寄付には、「寄付金控除」が受けられる領収書を発行し、金銭・物品ともに
御礼状を出させていただいております。

次の方々よりご寄付をいただきました。皆様の温かいご篤志に対して厚くお礼申し上げます。
(平成28年4月より 7月まで ・敬称略)

五十嵐民子 中田裕久 久佐賀輝夫 内田賢二 小林福治 中上千恵子

原田宣子 吉本ミツ 田村祐 彰 浅野容一 佐々木富義 石本達雄

木幡幸一 佐古岡一浩 伊藤忠彦 竹内 強 篠原美加 佐竹正志 へ
佐藤 裕 藤田幸秀 下屋敷信彦 平間千賀子 園分昌子 今城ヤエ子 」ノ

福井和美 久末良子 (株)内山電業社代表取締役社長内山高茂

ボランティアセンターへご寄付ありがとうございます (敬称略)

・物 品 有限会社倶知安運輸 9iいす等2点 |。社会福批の地進を図るため、ご奇Itをいただいた方の氏名を
谷口市隆 衣類等 3箱 I ro~長させていただいております.

. 抗J~査を希望されないゆ(';はあらかじめお申出 Fさい.

11三JI誌面主主示よ玉56弘前ゐ盃子二日 ζ主57Zi;雨量ZZゐEGLZつ中王手JdE11
11 H 竺 確保するとともに、利用者の権利を擁護して適切な苦情対応を行うことを目的として『第三者委員会』を設置

11お こしています。 11
11初雪 之の第三者委員は、①『利用者からの苦情受付と事情や意見の聴取及び本会への通知』②『利用者と本会の 11
ザ 2吾 話し合いへの立会と助言』③『苦情に関する状況把握と改善状況等の報告際取』などを担います。 11

尋員r ・受益者代表(利用者の家族) 田 口 千代子 TEL22-6021 11 
じを F第 三者委員と連絡先・地域住民代表(民生委員) 藤田初美 TEL22-5393 ..01 ! ! 

.....11 ま l ・学識経験者(行政経験者) 西田 徹 TEL22-0705 .... 
"'11 

す ---福祉サービスに関するご相談やお悩み事は 「心配ごと相談所j でもお受けいたします。 -一11

ふれあい おたのしみ

住所

氏名

抽選引換券

ひと世帯につき 1枚、当日会場に来られるお客
様に限らせていただきます。

って、当日午後

2時30分までに

本部で抽選券と

コ


